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２．大豆入札取引の運営に関する特記事項 
（１）ウェブ入札システムの導入 
平成２２年度において大豆入札取引システムにインターネットを通じて入札を

行うことができる機能を付加するためのシステム（ウェブ入札システム）の開発

を行った。 
また、システム機器のリース契約の更改を行い、平成２３年産大豆入札取引か

らウェブ入札システムの運用を開始するためのシステム機器の整備を行った。 
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インターネット接続概念図 
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経過

平成１９年度

大豆入札Ｗｅｂ化検討事業（富士通）

ウェブ入札方式の導入に関する買い手アンケート調査（平成２０年２月） 
平成２０年度～２１年度 検討を継続（情報収集等） 
平成２２年度 
大豆ウェブ入札システムの開発 

平成２３年度 
システム機器整備・システム運用開始 

 
ウェブ入札システム導入のメリット 
買い手：入札事務の簡便化、無効札の発生抑制（保証金不足、同一銘柄複数

ロットに対する２以上の価格を自動的にチェック）、情報セキュリティの向

上（通信信号の暗号化等） 
協会：ファックス入札の場合のパソコン入力作業の省略（派遣社員による入

力作業費用の削減）、無効札の解消、不正入札（成りすまし）の防止 
 
ウェブ入札システムによる入札取引 
本システムの運用は、従来のファクシミリによる入札票の送受信による入札に

追加して、買い手がパソコンでインターネットに接続し、協会の入札取引サイト

にアクセスして、パソコンの画面上で入札情報を入力することで入札が行えるよ

うにするものである。 
システム導入後の入札取引手順、ウェブ入札による買い手入札画面のイメージ

を示す。 
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システム導入後の大豆入札取引の手順 

大豆入札取引の手順
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配 信
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ウェブ入札
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入札翌日
（木曜日） 受信

売買契約書作成

月 末 月次結果公表

受 信

売り手全農の
売買契約書作
成は、アグリ
ネットサービス

入札票の受信
は、午前１０時
から正午まで

 
買い手入札画面のイメージ 
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入札取引に関する諸規定の見直し・改正 
ウェブ入札システムの運用のため、所要の諸規定の整備を行った。 

業務規程の改正 
改正前 改正後

（入札の方法）

第１９条　入札は、買い手（入札者）が入札票に
購入希望のロット毎に入札価格を算用数字で記入
し、入札票毎に登録申請時に届け出た入札者名を
記入し、登録申請時の届出印を押印の上、実施期
日当日、原則として午前１０時から１２時までの
間に到着するよう、ファクシミリで協会に送付す
ることにより行うものとする。

同左

（追加）
２　買い手は、前項によらず、インターネットに接
続したコンピュータを用いて、協会がインターネッ
ト上に開設する入札取引サイトから入札すること
ができる。その方法については、協会が別途定
める。
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買い手登録者遵守事項における関係規定の追加 
前年産までの規定 新たな規定

第１７条（入札）
買い手（入札者）は、所定の入札票に登録者の名
称等所要事項及び買受けを希望するロット毎に入
札価格（ 当たり包装代込み産地倉庫戸前渡し
価格。消費税を含まない。）を記入し、入札取引
実施日の午前１０時から１２時（正午）までの間
に協会の入札取引専用ファックス番号あてに
ファックス送信することにより入札します。但
し、協会は、次の場合には、入札を受け付けませ
ん。
（以下、略）

（追加）
２　買い手は、前項によらず、インターネットに接続した
コンピュータにより、オンラインで入札を行うことができ
ます。その方法は、協会が定めるウェブ入札システム
手順書に依ります。

 
買い手のウェブ入札の利用は、以下の手続き及び手順による。 
① ウェブ入札利用を希望する買い手からの申請。 
② 協会は、申請のあった買い手について、ウェブ入札のためのＩＤ及びパスワ

ードを設定し、それを記載した承認通知を発出する。 
③ 買い手は、入札取引当日、インターネットの協会のサイトの登録者ページに

アクセスし、そのページに設けられたウェブ入札取引サイトへの入り口から

ＩＤ、パスワードを入力して、ウェブ入札取引サイトに入室する。 
④ 画面の指示に従って入札データを入力する。 
⑤ 入力データを確認して確定操作を行う。それにより、入札データが協会の入

札サーバーに登録されるとともに、自動的に入札データを受け付けた旨を電

子メールで入札者に通知する。 
 

試行 
買い手登録者のうち、入札頻度が高く、入札ロットが多い傾向のある買い手３

者を選択し､試行的にウェブ入札を利用するよう要請した。３者のうち、１者は、

自社の都合により利用を見合わせたが、２者がウェブシステムによる実際の入札

を実施した。 
 

課題 
実際の運用において買い手からの指摘によって若干の設定事項の変更を行った

が、概ね、順調に行うことができた。 
買い手から、社内での確認のため、入力結果を確認するための帳票を印字出力

する機能の追加について要望があり、今後の検討課題とした。 
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（２）年産入札取引開始の準備 
平成２３年８月  
協会ホームページにおいて平成２３年産大豆入札取引登録に関する以下の案

内を行った。 
新規売り手登録申請受付案内 
新規買い手登録申請受付案内 
平成２２年産売り手登録者及び買い手登録者に対し、平成２３年産取引のた

めの登録手続きについて、文書で案内した。 
 

（３）年産入札取引運営方針

平成２３年１０月２３日開催の入札取引委員会において以下の運営方針を申

し合わせた。

① 月別入札取引回数の予定

月２回実施を基本とし、必要に応じて調整する。

② 落札大豆の受渡期限

入札日から６０日以内（前年産と同じ）

③ 入札取引結果の公表

各月の次の集計値を資料に取りまとめ、各月月末（休日等の関係で日程は

適宜調整する。）に登録者に配付・公表する。

ア  普通大豆・特定加工用大豆別産地品種銘柄等・粒別上場数量、落札数

量、落札価格

イ  平均落札価格（普通大豆・特定加工用大豆加重平均値）

配付・公表の方法：登録者に郵送、インターネットの協会サイトに掲出、農

林水産省内記者クラブ等に配布

（４）取引監視 
年産の取引開始時点の平成２３年１１月９日に取引監視委員会全体委員会を

開催し、監視の方針について審議した。 
また、入札取引実施回ごとに３名の委員が立ち会い、不正がないことを確認

した。 
取引終了後の平成２４年９月１４日に取引監視委員会全体委員会を開催し、

監視経過について審議した。 
無効札の状況について、下表の通り報告した。 
前年産において皆無であった無効ロットは､入札ロット数の大幅な増加や入

札価格の上昇により保証金残高の１０倍までとした入札金額を超えることによ

り無効となったロット数が１６９に達した。 
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年産別無効札 

平成１８年産
平成１９年産
平成２０年産
平成２１年産
平成２２年産
平成２３年産

有効札
ロット数年産 入札ロット数

無効札
ロット数

うち保証
金関係

 


